












































































大 久 保 秀 造
154
では力を発揮できなかったことに彼が武人皇帝である
という評価を与える要因となっているが、それは政治
の実権を担っていた貴族層の賛同を得にくかったから
である。
東晋宋禅譲について流れをおさえ、漢魏との違いを
みてきた。漢魏との違いは幾つかあるが、特に注目す
べきは先帝殺害ということであろう。理由は述べた通
りだがそれだけ政情不安を抱えた政権であることの表
れである。一つ間違えば桓玄と同じ簒奪者として討伐
されかねない。事実禅譲前に劉裕が反目する者を粛清
している際に北側に亡命した皇族らによって北側勢力
が南下を招きそうになっている（）。これは武人が政権
をとることの難しさを示している。ただこれ以後武人
を中心とする寒門と貴族の通婚などで政権は安定して
いく。
註
１）寒門とは華北から流亡し江南に居住した貧しい家
門のことである。貴族の対義語として用いられる。
２）五斗米道は道教の一派、広く民衆に布教され貴族
にも信者がいた。
３）『宋書』によれば劉裕と共に桓玄討伐に立ち上が
ったのは劉毅・諸葛長民（共に北来の貴族出身）
ら北府所属の中堅将校である。
４）土断とは戸籍改革のこと、東晋では華北から江南
に逃れてきた人々に本籍とは別の仮戸籍（避難先
の戸籍）を与えていたが、そのために戸籍が曖昧
となり税収に不利益が生じた。こうした事態を解
決するために仮戸籍を本籍とさせ、戸籍数を確定
し税収の安定に努めた。東晋では６度実施された。
５） 川合安氏の「劉裕の革命と南朝貴族制」（2003、『東
北大学東洋史論集』第９輯）によれば『宋書』王
弘伝に、劉裕が九錫を求めたことを聞いた劉穆之
はこれを恥じて悶死したという。
６）『晋書』恭帝紀
７）『晋書』載記姚興伝
＊他に以下の文献を使用した。
岡崎文夫『魏晋南北朝通史　内編』（1989、平凡社東
洋文庫）
越智重明『魏晋南朝の人と社会』（1985、研文出版）
川勝義雄『魏晋南北朝』（2003、講談社学術文庫）
川本芳明『中国の歴史５　中華の拡大と崩壊　魏晋南
北朝』（2005、講談社）
（大学院文学研究科博士後期課程史学専攻）
